
川崎市市民ギャラリー使用要項 
 

１ 趣旨 
この要項は、川崎市市民ギャラリー（以下「ギャラリー」という。）の使用及び管理

運営について必要な事項を定めるものとする。 
 
２ 名称及び位置 
ギャラリーの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名  称 位    置 
教文市民ギャラリー 川崎市川崎区富士見２丁目１番３号 教育文化会館 
幸市民ギャラリー 川崎市幸区戸手本町１丁目１１番地２ 幸市民館 
中原市民ギャラリー 川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２中原市民館

高津市民ギャラリー 川崎市高津区溝口１丁目４番１号 高津市民館 
宮前市民ギャラリー 川崎市宮前区宮前平２丁目２０番地４ 宮前市民館 
多摩市民ギャラリー 川崎市多摩区登戸１７７５番地１ 多摩市民館 
麻生市民ギャラリー 川崎市麻生区万福寺１丁目５番２号 麻生市民館 

 
３ 目的 
  ギャラリーは、市民の芸術及び文化活動を奨励し、その普及及び振興を図るための

展示場として、市民団体の利用に供するものとする。 
その他、教育委員会（以下「委員会」という。）が特に必要と認める場合には展示場

として使用できる。 
 
４ 使用資格 
  ギャラリーを使用できる者は、市内に在住又は在勤するものの団体とする。 
 
５ 使用申請 
  ギャラリーを使用する者は、申請書を提出し、その許可を受けなければならない。 
 
６ 受付期間等 
  ギャラリーの使用時期及び当該使用時期に係る受付期間は、次のとおりとする。 

使用時期 受 付 期 間 
１０月、１１月、１２月 ４月の第２木曜日から使用開始予定日の２週間前まで 
１月 、２月、 ３月 ７月の第２木曜日から使用開始予定日の２週間前まで 
４月 、５月、 ６月 １０月の第２木曜日から使用開始予定日の２週間前まで

７月 、８月、 ９月 １月の第２木曜日から使用開始予定日の２週間前まで 
 
7 使用日等の決定 
 （１）前項に規定する受付開始日（当該日が祝日に当るときは、翌日）にあっては、

当該日の午前１０時に各受付場所に来館している者について、その場でギャラリーの

使用日等を決定するものとする。使用希望者が多数の場合は抽選により決定する。 
 （２）第３項の委員会が特に必要と認める場合の使用にあたっては、前号の規定に関

わらず使用日等を事前に決定できるものとする。 
 



８ 受付場所 
  ギャラリーの使用に係る受付場所は、次のとおりとする。 

名  称 受  付  場  所 
教文市民ギャラリー 教育文化会館の指定場所 
幸市民ギャラリー 幸市民館の指定場所 
中原市民ギャラリー 中原市民館の指定場所 
高津市民ギャラリー 高津市民館の指定場所 
宮前市民ギャラリー 宮前市民館の指定場所 
多摩市民ギャラリー 多摩市民館の指定場所 
麻生市民ギャラリー 麻生市民館の指定場所 

 
９ 使用期間等 
  ギャラリーの使用期間等は、次のとおりとする。 
（１）１回の使用期間は、木曜日の午後１時から翌週の木曜日の正午までとする。ただ

し、休館日等を除く。 
（２）使用時間は、午前９時から午後９時までとする。 
（３）第３項の委員会が特に必要と認める場合の使用にあたっては、使用できる期間は

概ね月の二分の一以内とする。 
 
１０搬入及び搬出 
  前項の使用期間には、展示物の搬入及び搬出に要する時間を含むものとする。 
 
１１使用回数の制限 
  同一使用者による年間使用回数は、使用の機会均等を図る目的において制限できる

ものとする。 
 
１２使用の取消し等 
  委員会は、使用者が次の各号の一に該当する場合はその許可を取り消し、又は使用

を制限し、若しくは停止することができる。 
（１）ギャラリーの使用目的に反するとき。 
（２）入場料を徴収し、又はギャラリー内で販売行為を行ったとき。 
（３）使用申請の内容を無断で変更したとき。 
（４）不正行為によって使用許可を受けたとき。 
（５）その他管理運営上支障のあるとき。 
 
１３使用料 
  ギャラリーの使用料は、無料とする。 
 
１４会場責任者 
  ギャラリーの使用期間中は、会場責任者を常駐させなければならない。 
 
１５特別の設備等 
  使用者が特別の設備を使用し、又は模様替えを行うときは、事前に委員会の了解を

得なければならない。 



１６特別の設備等の費用 
  前項に規定する特別の設備及び装飾に要する費用は、使用者の負担とする。 
 
１７原状復帰 
  使用者が設備及び備品の使用を終了したとき、又は使用を中止若しくは停止された

ときは、直ちにその設備及び備品を原状に回復し又は返還しなければならない。 
 
１８使用中止の届出   

使用を中止する場合は、使用中止届けを提出しなければならない。 

 
１９損害の報告等 
  使用者は、ギャラリーの施設、設備、備品等に損害を生じさせたときは、直ちに委

員会に報告し、その指示に従わなければならない。 
 
２０損害の責任 
  使用期間中の管理は使用者の責任とし、いかなる事故が生じても川崎市はその責め

を負わない。 
 
２１その他 
  使用者は、これに定めるもののほか、ギャラリー使用者の手引きを遵守しなければ

ならない。 
 
  附則 
この要項は、平成元年１０月１日から施行する。 

  附則 
この要項は、平成２年７月 1 日から施行する。 

  附則 
この要項は、平成７年４月１日から施行する。 

  附則 
この要項は、平成８年１０月１日から施行する。 

  附則 
この要項は、平成９年４月１日から施行する。 

附則 
この要項は、平成９年９月１７日から施行する。 

附則 
この要項は、平成２２年４月 1 日から施行する。 

附則 
この要項は、平成２３年１月１日から施行する。 
 

 

 

 


